
【過去の数実研レポート発表記録３回分】 

2025/01/25【数実研第 132 回】 
「Fail early, Fail oftten で MoonShot!!! Part.2」 
2024/11/30【数実研第 131 回】 
「Fail early, Fail oftten で MoonShot!!!/⽣徒が知的に熱中する⽅程式で MoonShot!!!」 
2024 年 08 ⽉ 24 ⽇（⼟）【数実研第 130 回】 
「授業は⼿術と同じ〜発問・指⽰で MoonShot!!!」 
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! 今回のレポート発表の内容は、「安⽥先⽣」についてです。 これまでの経緯（敬意）
を記載します。 
昨年、２０２４年６⽉１５⽇（⼟）北海道⼤学で開催された第１２９回⽬の数実研に

参加し、レポート発表、最後の懇親会まで参加しました。懇親会では、たくさんの先⽣
⽅や⼤学時代お世話になった安⽥先⽣と⾼校時代の恩師⼭本先⽣とお話しすることが
でき、とりわけ楽しかったです。そして、⼆次会では⼯藤教頭先⽣はじめ代表の⻑尾先
⽣とも数学に関する貴重な話を伺うことができ、多くの学びを得られましたこと、⼼よ
り感謝申し上げます。 
  
今回は、題名に記載しているように、安⽥先⽣との勉強会で学ばさせていただいた内

容をまとめたレポートです。きっかけは懇親会会場を向かう際に安⽥先⽣に声を掛けて
いただき、 
!

「今⽇のレポート良かったよ。安⽥との主張と通じるものがあると感じたよ。」 
（⽂責：⼩川） 
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と懇親会に向かう最中に仰っていただきました。本当に嬉しかったです。 
その後、懇親会で安⽥先⽣が私に 
 
 

Zoom で週１回、勉強をしよう。」（⽂責：⼩川） 
 
 
と⾔ってくださり、「解析教程という本がオススメやで。」と教えていただき、懇親会の
最中に Amazon で購⼊しました。 
そして、念願の勉強会を実現しました。現在も毎週１回オンラインで安⽥先⽣と輪番で
「解析教程（上巻）（E.ハイラー/G.ヴァンナー著 蟹江幸博）」について勉強していま
す。 
 今回は、本レポートの題名にもある通り、安⽥先⽣との勉強会で学んだ内容をまとめ
たものです。 
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安⽥先⽣との勉強会では、数学のことは勿論のこと、
多様な知識、考え⽅、知⾒、そして多くの学びを得るこ
とができます。この経験は私にとってかけがえのない
財産となります。 
ここからは、安⽥先⽣から頂いた⾦⾔を私なりの解釈
を交えながら解説していきます。 
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２回⽬の勉強会時に「補間多項式」について、理解が進まずに⼿が⽌まってしまった 
ことを安⽥⽒にお伝えしたところ、⽒はこう仰いました。 
 

 

「もったいない読み方をしているね。 

今後、小川くんが新しい数学の参考書を読む時のコツを教えたるわ。 

式を見て、左辺から右辺がわからないときは、右辺から左辺に見てもええよ。」 

（文責：小川） 

 

数学の参考書の読み⽅について新たな視点を学ぶことができました。実際に現在も解
析教程を読み進める中で、理解が難しい箇所でも、左から右でだけではなく、右から左
へと視点を変えて読むことで理解できることがしばしばあります。時間は要しますが、
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このように両⽅向から読むこと理解度が深まることも増えてきました。この読み⽅につ
いて伺った際、私なりに別の解釈も考えました。 
 
 
【小川の勝手な解釈】 

「何かに躓いたり、上手くいかなった時には、別の視点を持って行動すれば良い。」 

氏から「読み方」について、教えていただいた際に勝手に頭の中で変換された上記の

内容を仰ってくれたように感じました。（※これは小川の勝手なポジティブ解釈で

す・・・・） 

「上⼿くいかなかった時こそ、別の視点からアプローチし、実践すること。そしてそれ
を続けることの⼤切さ」を学びました。これは成⻑のチャンスだと捉え、常に多様な視
点を持って、⾏動していこうと強く⼼に留めています。 
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勉強会時、安⽥⽒に「この⽂章についてどう思う？」と質問（発問）され、私は、「そ
う書いていたので、その通りだと思い、次の⾏を読み込み計算しました。」と返答しま
した。すると、⽒は、こう仰いました。 
 

 

「小川君、書いていないことこそが数学の勉強だよ。」（文責：小川） 

 

と教えてくださりました。 
現在、解析教程の教科書や教科書に省略されている部分に注⽬して読む習慣が⾝につき
ました。（※それでもわからないことがまだまだたくさんあります） 
 

【小川の勝手な解釈】 

探究の素材は何気ない一言や教科書・参考書に明記されていない部分にこそヒントがあ

るのではないか。これこそが学びの本質である、と「課題の設定」の視点の幅が広がり

ました。 

 

と考えてから教材研究の視点が少しですが、変わってきたように感じています。 



 現任校では、上記の視点を持って教材研究をしていま
す。 
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 勉強会での中盤、⽒は突然、 
 

「小川君、正弦定理、説明できる？」（文責：小川） 

 

 

突然の質問（発問）にハッとしましたが、なんとか説明することに成功しました。 
「説明して」と⾔われ、⻑々とせず、端的にシャープに説明することを⼼がけました。
その瞬間、分かっているつもりでも、⾃分なりに⾔語化して、他者に説明できることが
深い学びに繋がると考えました。これは、「授業でも活⽤できる！」と思い、授業の冒
頭、⽣徒達がお互いに説明し合う授業パーツを導⼊する予定です。 
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「数学をしっかり勉強したら詐欺被害とかなくなるのになぁ。」 

 

 

勉強会の忘年会で中華料理を⾷べている時に、⽒は上記の発⾔をされました。 
その発⾔を聞いた時に衝撃が⾛りました。「数学的思考が⽇常⽣活に直結している！」
と同時に、 
 

【小川の勝手な解釈】 

「見えない落とし穴を数と倫理で見破れ！」 

 

を感じました。もっと数学的思考を活⽤する場⾯、特に⽇常⽣活を題材とした探究的な
学習の教材研究を進めていかなければしならないと強く思いました。⽒の発⾔は、ぐる
ぐるの図の「⽇常⽣活」にもっと焦点し、授業実践する。私⾃⾝、探究⼼を持って、教
材研究、実践、修正、を繰り返していきます。 
 
（５）$ GHI0JK- 2  

私が解析教程のページで分からない内容について質問した際、⽒は次の回答されました。 
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「それは、安田もわからん。（文責：小川）」 

 

 

私は純粋に「えっ！安⽥先⽣もそんなこと⾔うんだ！」と⼼の中で驚きしました。同時
に⾒栄を張らず、堂々と⾔う姿がとても格好良いとも思いました。 
 

【小川の勝手な解釈】 

見栄を張らずに堂々と言い切る姿は格好良い。年齢を重ねても、そんな大人になりたい、

と強く思います。 
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数学で大事なことは、形はなるべく崩さないこと。（文責：小川） 

 

これは、計算過程を振り返る際や、問題の規則性を考える際に、形を崩さない⽅が本質
を発⾒できることがある、という意味だと解釈しました。 
 

【小川の勝手な解釈】 

「自分らしさ」や「信念」という「心」はぶれずに変化と向き合うことが必要である。 

 

数式や⼈⽣も、どんなに変形（変化）しても、本質的な意味や価値を保ち続けることの
⼤切さについて、深く考えるきっかけになりました。 
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 今回の授業実践は解析教程で学んだ思想を基にして実践しました。 
安⽥先⽣との勉強会で探究的なエッセンスを多く学んだこともあり、その内容を含めた
２つの授業実践です。 
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現任校では、復習プリントに取り組んだ後、ペアを組ませてお互いに確認事項や問題
を出題し合う時間を２分設けています。 
 授業冒頭、⽣徒には次の指⽰を出します。 
 
指⽰：「ペアを作ります。２分間、前時の内容を確認、問題を出題しなさい。」 
 



授業の最中にも、「なぜ、そう考えたのか？」について⽣徒同⼠と交流し、協働的な学
びを実現する環境を作っています。  
 ⽣徒達は楽しそうに前時の学習内容をアウトプットしています。 
これは私⾃⾝が勉強会で安⽥⽒に「説明して」と⾔われた経験から、⾔語化するには、
⼗分な知識が必要であり、曖昧な箇所を理解するためにも必要な時間だと考えています。 
1

1
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 現任校で、" #$%&'() *$+, -./0123 4567&89: ;<=>?@A

@BCDE*FG+,HI>JK=H LM >?@A'()&NOPQRDPSTKU V 56

7 WX *69?Y=, Z[&@\P]^_`Z ! abcd4efghijklVmnopq

r67st:& 『札幌啓成 理数科の探究型授業いついて~探究で知的好奇⼼と学⼒伸
びたのでオススメだよって話~』（第 129 回数学教育研究実践会レポート）のレポート
を参考に、uvEK6w ;x]+,@\* #&^yzJ23; Q{? >?@A !

!

!

^y |} '()~•€)i;•=YP " #$%&‚%&%ƒ;„R*…†*‡ˆ?Y‰JŠ

K‹=AŒ•AŽ•=@•HVP‘hi* ’C “”?>+A • !

!

⼆次関数を⾃由に探究する授業実践を参考に上記の指⽰を⽣徒達に促しました。 
⽣徒の興味・探究⼼を尊重し、グラフ描画ソフトを活⽤して学習の個性化を促進しまし
た。 
次に⼆次関数のグラフの特徴で分かったこと、気づいたこと、分析したことなどを 

スプレッドシートに⼊⼒させました。（写真１） 



 

 

 次に⽣徒たちはグラフ描画ソフトから探究してわかった内部情! について、スプレッ
ドシートを活⽤し、⼆次関数の式とグラフの"#関$を 探究した結%より、&や頂点の
'(、開き⽅に)⽬し た問題を*作しました 。そして、⽣徒達に次の指⽰を出しました。 
 
 
 
指⽰：「今までを参考にして⼆次関数の特徴について、問題を*作しなさい。」  
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次の写真が⽣徒達の*作問題になります。（※現時点では、中学校の⼆次関数の知識、
関数の値の+め⽅、 グラフの,-しかわからない./で*作しています。）  

 
 
⽣徒達は楽しそうに知的に熱中しながら0ジ12ツー2を活⽤し、 協働的に*作問題

を取り組んでいました。あちこちで問題について熱中して3論が続いている様4でした。  
 
ある54⽣徒達は、協働的な学びから新たな問いとして、「グラフと&との交点を⼆次
⽅程式で解くと解けるかもしれない」と6題を設定して、問題解7をする姿も⾒られま
した。 
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今回の探究的な学びの授業の組み8ては次のように 設計・9開しました。  
 
【１ 6題の設定 】 
グラフ描画ソフト（0ジ12ツー2） を:って⾃由に式を⼊⼒し、グラフの形や変化に
)⽬して「どんな特徴があるのか」を探究する6題を;⽰。  
 
 
【２ 情!の<= 】 
⽣徒は気づいた特徴や式のパラメー1とグラフの関$について、スプレッドシートに記
>・?@。  
 
 
【A  B理・分析 】 
<=した0ー1をもとに、⼆次関数のCD的な性質（&、頂点、最⼤・最⼩、"E性な
ど）を分析し、F則性を⾒いだす。  
 
 
【４ まとめ・表現】 
得られた知⾒を活かして、オリジナ2の⼆次関数の⽂章題や#⽤問題を*作し、 主G的・
"話的で協働的の学びの実現。さまHまな視点による考Iを ?@する活動へと 深い学び
へ発9 。 
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さらに「6題の設定」、「まとめ・表現」については それJれ 次の探究KイL2 （シン
MングKイL2） が授業の⼼N部となり、KイL2が 回ると考えています。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

本授業実践における探 究
!"#"$

KイL2のついては、 ⽣徒C⼈Oとりがグラフの特徴に"し

て新たな問い（6題の設定） を8て、PI・考Iを通じて得た気づきを、0ジ12ツー
2（スプレッドシート）を活⽤してLラウド上に記>していきます。こ のようにQ視化
された思考のRSは、他者の視点 から学ぶことで新たな問いを⽣み出し、Lラウド上 で
他者参Tや⽣徒同⼠の"話的を通じて、 ⾃U VBを 促しながら深い学びへと繋げます。
その学習プロセスを経て、⽣徒はより深い数学的な⾒⽅・考え⽅に基づいた問題*作へ
とWXします。 ⽣徒の探究⼼が協働的な学びや、個別最Yな学びと学び合いが両8する
ことで、知的に熱中する学習環境が実現されたと考えています。 
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 授業アンZートから、今回の 探究的な学習の授業感想は次のようになりました。 
「５とてもわかりやすかった」が２０⼈、「4 わかりやすかった」がA⼈、「[通」が１
⼈、\]^_上の⽣徒達が探究的な学びに`aしていると感じました。  
授業アンZートから、成%として、 ⽣徒が⾃ら問いを8て、Lラウドで思考をQ視化・

?@し、"話的に深め合うことで、数学的⾒⽅・考え⽅がbかに育ま れた点がcげられ
ます。個別最Yな学びと協働的な学びが交d することで、知的好奇⼼が⾃然にeき出さ
れる探究的な学習環境が実現することができました。 
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実際に⾏った授業実践の回の⽣徒達の感想は、【探究的な学びの感想 Formf】をLリッ
Lするとスプレッドシート （ghi⽤ ）にアLセスできます。  
【探究的な学びの感想 Formf】はj ※こちらからghできます。  
 
C⽅で、6題としては、 探究的な問いや問題*作において、思考の⽅向にkう⽣徒が

多くみられたことです。⾃由度の⾼い学びには的確なナlmーシnンがoQpで あり、
私のq⼊がrs的に oaしていたことを意味します 。また、現任校では、予習やtに通
っている⽣徒が⼤多数をuめる ため、⽣徒他C⼈C⼈のvwの知識xもyなり、学習z

{から |} ~レる問題も •⾒されました 。学習プロセスの€価や?@の•組みが‚く、
達成感や⼿#えを⼗分にeき出せな かった点もƒき„りとなりました。  
今後の探究を…える問いかけやリフレLシnン…†の⼯‡が今後のˆと 考えています。 
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今回の授業実践についても、安⽥先⽣との勉強会から、 
たくさんの探究的のエッセンスを学び、実践したものです。 
ある⽇の勉強会‰Š後、安⽥先⽣からC通の ‹Œ•E がŽきました。勉強会•めた•盤は
問題が解けなくて‘げたい気持ちもありましたが、安⽥先⽣のわかりやすい解説や’“

のおかげで、なんとか現在も勉強会を続けられています。本当にありがとう”Hいます。
そして、_前よりかは解析教程の内容を読み込み、理解できる部分が多くなってきまし
た。（※思い込みかもしれません！） 
 
安⽥先⽣、•しいのにも関わらず、いつも–しく数学を教えてくださり、本当に感謝

いたします。ありがとう”Hいます。  
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https://docs.google.com/spreadsheets/d/1KVKz-EJE4-s8tmRXZ_WfKMZBLHLMOqS9pLDEPSCRK4Y/edit?usp=sharing


２０２５年の５⽉中—の勉強会にて、安⽥先⽣は私の説明を聞いて、次の⾔˜を仰っ
ていました。「今⽇の⼩川™を⾒ていると、論語の⾔˜を
思いだすš。 」 

 
 

 
›語œの 意味は、「!"#$%&'()*+,-./0#123*+45-678*9!"#

123*+4-./0#:;<=&23*+,5-678*>?@9 」です。 
 
とても嬉しかったです。私は授業が⼤好きです。授業が好きで、•中で授業を*ってい

ます。数学の授業も勿論好きですが、とりわけ『授業』が
%

好きです。 

 今後も「⾃分の授業だったら、どうžス1Ÿイ~するか？」という視点で⽇々授業を
⾒学しています。⽣徒の事実をもとに授業 ¡を⾏い、授業を¢ラッシ£アップして、
⽣徒達にとって、よりよい授業を*っていきます。  
最後に、安⽥先⽣が勉強会の際に、次のことを仰いました。今の私の¤¥のCつに  
なっています。 
 

数学力が加速的に成長する方法は、数学でBB こと。（文責：小川） 

 

 

問題です。B B には¦が⼊ると思いますか？ ⼆⽂§です。  
今回の授業実践も上記の⾔˜を参考に教材研究、授業設計を⾏いました。  
これで、今回の研究発表を‰わります。ありがとう”Hいました！！  
（※もうC本のレポートは、探究的な学びに特化しています。）  

< ! =>?@ A*3 BC! !

・『解析教程（上巻）』（E.ハイラー/G.ヴァンナー著 蟹江幸博）」/・『札幌啓成 理数科
の探究型授業いついて~探究で知的好奇⼼と学⼒伸びたのでオススメだよって話~』（第
129 回数学教育研究実践会レポート/mnojpqr67 ! abcd ）/・『図解⽣成 AŒ 
•a¨©inAŒ』 
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